
 
１. 長年の準備や行政の協力、民間事業者との連携 
・京都商工会議所では2005年度より観光資源として琵
琶湖疏水について検討を重ね、2006年度に地元関係者、
学識経験者、行政等も参加する実行委員会を設立。国の
小規模事業者新事業全国展開支援事業も活用し、催物の
開催、PR用DVD・散策マップの作成等とともに遊覧船
事業の可能性調査等を行い行政に提案した。 
・2010年度には復活の機運醸成のための琵琶湖疏水竣
工120周年記念事業を開催。書籍「琵琶湖疏水と京都の
産業・企業」も刊行。こうした取り組みが結実し、
2014年12月に疏水を管理する京都市上下水道局を事務
局とする実行委員会が発足。2017年9月に京都および大
津商工会議所、滋賀県、両市の行政・観光協会、交通事
業者で構成する協議会が発足し、本事業の実現に至った。 
・2015年から３年間、安全面・ガイド・接遇・ダイ
ヤ・料金設定等のビジネスモデル化、乗下船等の環境整
備、テスト運航を重ね、2018年春から本格運航開始。
３～５月期の販売率は98.1％と好調で乗客アンケートも
高評価であった。 
２.京都・大津の課題を補完しあう広域連携 
・京都市では急激なインバウンドの増加により道路・公
共交通機関の混雑が課題となっている。一方、大津市で
は、魅力的な観光資源のPR不足が課題であり、琵琶湖疏
水による広域連携を通じ、京都から大津に観光客の流れ
をつくることができる。 
３.琵琶湖疏水の今後の展開 
・インバウンド誘客も視野に入れ、2018年度には外国
語のパンフレットを制作。多言語ガイドの育成も実施が
計画されている。 
 
 
 

受賞者概要 

京都商工会議所・大津商工会議所（滋賀県） 
～ 琵琶湖疏水（そすい）通船復活事業 ～ 

功績点 

琵琶湖疏水を 
作り上げた先人たち 

○琵琶湖疏水は琵琶湖の水を京都に引くために明治時代
に造成された水路であり､明治維新で人口激減の衰退の
危機にあった京都復興の一大事業であった。貨物･旅客
に大いに利用されたが、交通機関の発達により1951年
に途絶え、産業遺産としてその存在を留めた。 
○京都および大津商工会議所は「琵琶湖疏水船下り実行
委員会」や「琵琶湖疏水沿線魅力創造協議会」に参画。 
明治150年の節目を迎える2018年に、琵琶湖疏水の観光
資源としての復活にあたり中心的役割を果たしてきた。 

1886年頃の琵琶湖疏水 

機運醸成に向けた京都・
大津合同の交流会を開催 

 
 

めいじ号・へいせい号を造船 

2018年春本格運航開始 
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